
　（別紙４（２）） 事業所名：　グループホームたのしい家高雄

目標達成計画 作成日：　平成28年5月18日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1
２
～
５

地域との交流、連携の強化
地域との交流が乏しく、より地域に密着した施
設運営を進めていく必要がある。

運営推進会議を中心に、グループホームた
のしい家高雄の存在を知ってもらい、地域で
果たせる役割を見出していく。

地域の行事に出来る限り参加するとともに、
ホームで開催する行事等には、地域の方の参
加を呼び掛け、交流できるようにしていく。 ６ヶ月

2

２
３
～
２
８

レクリエーションの充実
ボランティアなどの協力により、月に1回の行事
は充実してきているが、スタッフの体制、業務が
優先され、日々のレク活動が十分に実施できて
いない。

レクの強化、充実により、入居者様の気分
転換を図る。

業務内容を見直し、レクの時間がとれるように
する。
研修などを通じて、職員のレク技術を向上す
る。

６ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


